
　早春、まだ肌寒く、多くの樹木は芽吹いていない時期にだけ咲く草花は「スプリング・エフェ

メラル（春の妖精）」と呼ばれます。これらの植物は、背の高い木々が葉を展開する前に開花し、

初夏になる頃には地上での活動を終え、地中の根だけで翌年まで休眠します。

　多摩の山地や丘陵には、代表的なスプリング・エフェメラルの一つであるユリ科のカタク

リが生育していて、市内では市街地のすぐ近くでもカタクリを見ることができます。本来、

カタクリは青梅の市街地よりも標高の高い地域や冷涼な地域の明るい落葉樹林に分布する植

物ですが、肥料や燃料を採るための里山林＝明るい落葉樹林が何百年も維持されてきたため、

丘陵の谷間や北斜面といった夏場でも涼しい場所にカタクリが生き残ることができたと考え

られています。東京都では群生地はだんだんと減少し、カタクリは東京都の準絶滅危惧種に

指定されています。緑地がなくなったり、里山林が使われなくなりうっそうとした暗い森に

なったりしたことが原因と考えられますが、温暖化で年々開花が早くなっており、気候その

ものがカタクリの生存に適さなくなっているかもしれません。

カタクリ
市文化財保護指導員　御手洗　望

青梅市の文化遺産８７

問　郷土博物館☎２３－６８５９

　青梅市のカタクリ群生地は、長淵８丁目の天祖神社北斜面の

ものがよく知られています。３月下旬～４月上旬が最盛期です

が、地元の方々によって維持管理されている場所ですので、林

内に踏み入らず、道路側から観察するようにしてください。
△天祖神社のカタクリ群生地

問 　（一社）市観光協会☎２４－２４８１、市シティプロモーション課観光係

△中川幾郎氏 △松井憲太郎氏

（１０）　　．　　．　　広報おうめ６ ３ １５

青梅市文化交流センター開館５周年記念イベント

地域・人・文化をつなぐ２日間

釜の淵桜ライトアップ

３月の日曜納付窓口

日 時　２４日（日）
　　　午前９時～午後４時
問　収納課収納管理係
※ 毎月第４日曜日に設置していた日曜

納付窓口は、令和６年３月２４日で

終了します。

春休み親子お菓子作り教室

「春色メロンパンをつくろう！」

３月２４日（日）　午後１時３０

分～３時３０分 市内在住の小学生

と保護者 持ち物…エプロン、三角

巾、手拭きタオル、ふきん（２枚）、

水筒 先着１２組程度（最大定員

２５人） １人２５０円 電話で

成木市民センター☎７４－５２０４

梅郷図書館・おはなし会

「うめこの時間」

３月２３日（土）　午前１１時～

１１時２０分 梅郷市民センター多

目的室 ０歳児以上 絵本の読み

聞かせと手遊び。お楽しみに♪

先着２５人 梅郷図書館☎７４－

９０２５

中央図書館・おはなし会（拡大版）

３月２３日（土）　午前１１時～

正午 多目的室 ４歳児以上 昔話

語り、絵本の読み聞かせなど、通常

のおはなし会を時間を拡大して実施

します。 先着３０人

中央図書館・ちっちゃいこのおはなし会

３月２４日（日）　午前１１時～

１１時４０分 おはなしの部屋 ３

か月（首がすわってから）～４歳児

スポーツ・観光・文化

　青梅市文化交流センター（Ｓ＆Ｄたまぐーセンター）が４月に開館５周年

を迎えます。それに伴い２日間の記念イベントを開催します！

４月１３日（土）　青梅の「市民文化」を考える日

記念講演会＆ワークショップ「青梅の豊かな市民文化を作るためには？

～文化条例を考える～」を実施します。これからの青梅の市民文化につい

て学び、参加者同士で気軽に語り合いましょう。

時間　午後２時３０分～５時

会場　 市文化交流センター多目的ホール（Ｓ＆Ｄたまぐーセンター）

講師　 子ども文化地域コーディネーター協会理事長　中川幾郎氏、

      富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ前館長　松井憲太郎氏

定員　先着２００人（予約制）

申し込み　 申し込みフォーム（上記２次元コード

　からアクセス）または電話で社会教育課へ

４月１４日（日）　日本の「和文化」を味わう日

　和文化を五感で味わいつくそう！

時間　午前１０時～午後２時３０分

※ブースにより開始終了時間が異なります。

場所　市文化交流センター（Ｓ＆Ｄたまぐーセンター）

内容　 大蔵流狂言、和菓子作り体験、書道体験、お琴体験等

と保護者 絵本の読み聞かせや手遊

び、わらべうた等 先着１５組

助 成対象　市内在住・在勤・在学者が構成員の過

半数を満たす団体

※市から他の補助等を受けている団体を除く

助 成対象事業　営利を目的としない公演等で、次

のいずれかの条件を満たすもの

▽２７２人以上の観客数が見込まれる公演等

▽ Ｓ＆Ｄたまぐーセンターの舞台（幅１０ｍ×奥

行き４ｍ）での実演が不可能な公演等

助成回数　年度１回、連続する２日間まで

助 成対象施設　霞共益会館 ▽福生市民会館 ▽羽村

市生涯学習センターゆとろぎ ▽秋川キララホー

ル ▽瑞穂ビューパークスカイホール

助 成金額　公共ホール等の使用料から従前の青梅

市民会館ホールを使用した場合の使用料に換算

した額を差し引いた額で、１，０００円未満は

切り捨て（上限は７０，０００円）

※ 会議室・音楽室等や備品等の付属設備の使用料

は対象外

交 付申請（要事前申請）　助成対象施設を使用する

年度内に施設使用承認書、予算書、事業実施計

画書等の必要書類を社会教育課（市役所３階）へ

近隣公共ホール等を利用する市内団体に
使用料の一部を助成します

日時　３月２３日（土）～４月１日（月）

　　　午後６時３０分～８時３０分　　※荒天中止

「どきどきわくわく！狂言で遊ぼう！」（ワークショップ）＆

「青梅市民狂言会」（公演）

時間　ワークショップ…午前１０時～１１時４０分、

　　　公演…午後３時～４時４０分

定員　ワークショップ…７０人（抽選）、公演…２００人（抽選）

申 し込み　３月３１日までに申し込みフォーム（上記２次元コー

ドからアクセス）または電話で社会教育課へ

※申込期間終了後、順次抽選結果を通知

会場　釜の淵公園

その他　 この事業は、東京都・（公財）東京観光財団の「春のライトアップモデル事業費助

成金」を活用して実施しています。釜の淵公園の駐車場は台数に限りがありますので、

青梅駅周辺のコインパーキングをご利用ください。

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

ＯｍｅＢｌｕｅ（青梅ブルー）は、青梅に住み、働き、活動するすべて

の方が、それぞれの立場の自由な発想で参加可能な地域プロモーション

の取り組みです。

ＩｎｓｔａｇｒａｍＦａｃｅｂｏｏｋ

● 事業等は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって変更・中止になる場合があります。最新情報は市ホームページ等をご覧ください。

● 市役所・イベント等へお出かけの際は、体温の測定、手指の消毒、ボールペンの持参にご協力ください。体調がすぐれない場合のお出かけはご遠慮ください。

青梅市役所秘書広報課　〒１９８－８７０１青梅市東青梅１－１１－１☎０４２８－２２－１１１１ ０４２８－２２－３５０８ https://www.city.ome.tokyo.jp/発行・編集

キッチンカーの出店も予定しています！

要申し込み

中央図書館☎２２－６５４３


